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１ 構成 

・目次は書き手のアタマの中の論理的な構成を反映する！  

・構成を決めてから、論述の内容を割り振る  

・構成は最後まで変化する。そのつど章、節、文節単位で文章は移動する  

２ 論述 

・書きたいところ、書きやすいところから手をつける。書きためたユニットは分類

して蓄積しておく 

・結論先取型の論述をこころがける。パラグラフの冒頭に結論が来て、その説明が

後に続くようにする。（思考の過程よりは思考の結果を示す。）  

・問いと仮説、条件と結論・発見がわかるような書き方をする。  

・専門用語や概念を用いる場合はその典拠と定義を示せ  

・自分独自の用語や概念を使う場合はその理由と定義を明記せよ  

・自分にとってわかりきっていることと、読者にとってわかっていることとはちが

う。予備知識のない読者にもわかるように説明してあるか 

・本文と引用の別、言い換えれば、他人の考えと自分の考えを区別し、その違いが

わかるような書き方をする 

・もちろんだが、他人のアイディアの盗用をしない。インターネット上の情報の切

り張りなどは論外である。 

・引用、比喩、表現などはくりかえしを避ける  

３ 文章・用語・書式 

・わかりやすい日本語か／言い換えは可能か  

・「てにをは」は適切か 

・くどすぎる言い回しはないか／簡略すぎて説明不足の表現はないか  

・文章に飛躍はないか  

・用語、用字、記号の用法は適切か  

例）＜＞等の特殊記号を用いるときはその理由を明示する 

・注、引用、参考文献は指定された書式にしたがっているか  

・引用の場合、初出の論者はフルネームで。著名でなければかんたんなディスクリ

プション（説明）をつける  

例）「この分野で長く発言を続けてきたアメリカの国際政治学者、シンシア・ エン

ローは、次のように述べている。・・・」 

・専門用語は、対応する原語があればそれも必要に応じてつけくわえる  

・A4版横書き、ワープロ入力に限る（フォントはあまり小さくしないでね。行間も

あまり詰めないでね。要するに読みやすくプリントアウトする！） 


